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けるために同院予防歯科へ紹介を受けた 170名 (男性 124名､女性46名)を調査対象とし
た｡
電子カルテより､初診時におけるがんの進行度､BodyMasslndex､飲酒経験の有無,喫煙





























































有無､喫煙量 (pack-years)､sAlb値､肝機能指標 (アスパラギン酸アミノ基転移酵素 〔AST〕
量､アラニンアミノ基転移酵素 〔AIJ〕量､総ビリルビン量､乳酸脱水素酵素量)､腎横能
指標 (血中尿素窒素量)､炎症指標 (C反応性タンパク 〔cRP〕値)を調査した｡また,口
腔内状態の評価として､現在歯数､動揺歯数,う蝕歯数､平均プロービングポケットデブス,
平均クリニカルアタッチメントレベル (CAL)､プロービング時出血部位数の割合､o'Leary
のプラークコントロールレコード､嘆合接触数を診査した｡頭頚部がんの予後予測因子であ
るsAlb値3.85g/dlをカットオフ値として､sAlb正常値群 (≧3.85g/dl:110名)と低値群 (<
3.85g/dl'･25名)の2群に分類し､各指標の比較検討を行ったoその結果､sAlb低値群の平
均cAL､CRP値はsAlb正常値群のそれと比べて有意に大きな値を示したOさらに､ロジス
ティック回帰分析において､平均cAL(OR-9.752)､AST値(oR-1.395)､Au1億(oR-0.575)､
cRP値 (oR-1152.165)がsAlbの低値と有意に関連する因子として認められた｡
本論文は､頭頚部がん点者の生存率の予測因子であるsAlb値について､口腔内状態の違い
がその値を左右する一つの要因である可能性について示しており､歯科分野における重要な知
見であるといえる｡よって､審査委員会は全点一致で本論文に博士 (歯学)の学位論文として
の価値を認めるに至った｡
